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令和８年第１回足寄町議会定例会議事録（第１号） 

令和８年３月３日（火曜日）     

 

◎出席議員（１３名） 

   １番 早瀬川   恵 君  ２番 井 脇 昌 美 君 

   ３番 榊 原 深 雪 君  ４番 矢 野 利惠子 君 

   ５番 田 利 正 文 君  ６番 髙 橋 健 一 君 

   ７番 木 村 明 雄 君  ８番 細 川   勉 君 

   ９番 川 上 修 一 君 １０番 進 藤 晴 子 君 

  １１番 多治見 亮 一 君 １２番 二 川   靖 君 

  １３番 髙 橋 秀 樹 君 

 

◎欠席議員（０名） 

 

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者 

足  寄  町  長   渡 辺 俊 一 君 

足寄町教育委員会教育長   東海林 弘 哉 君 

足 寄 町 代 表 監 査 委 員   川 村 浩 昭 君 

 

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者 

副 町 長   丸 山 晃 徳 君 

総 務 課 長   佐々木 康 仁 君 

ま ち づ く り 推 進 課 長   赤 間 恵 一 君 

こ ど も ・ 健 康 課 長   石 川 建 祐 君 

高 齢 者 支 援 課 長   林   俊 英 君 

住 民 ・ 出 納 課 長   金 澤 眞 澄 君 

農 林 課 長   加 藤 勝 廣 君 

建 設 課 長   森 岡 彰 寿 君 

国民健康保険病院事務長   原 田 慎 一 君 

消 防 課 長   大竹口 孝 幸 君 

 

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者 

教 育 次 長   丸 山 一 人 君 

 

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者 

農 業 委 員 会 事 務 局 長   (加 藤 勝 廣) 君 

 

◎職務のため出席した議会事務局職員 

事 務 局 長   角 野 慎 一 君 

事  務  局  次  長   飯 野 真 有 君 

総 務 担 当 主 査   遠 藤 浩 一 君 
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◎議事日程 

 日程第 １  会議録署名議員の指名＜Ｐ３＞ 

 日程第 ２  会期の決定＜Ｐ３～Ｐ４＞ 

 日程第 ３  諸般の報告（議長）＜Ｐ４＞ 

 日程第 ４  行政報告（町長）＜Ｐ４～Ｐ５＞ 

 日程第 ５  行政執行方針（町長・教育長）＜Ｐ５～Ｐ１５＞ 

 日程第 ６  報告第２号 専決処分の報告について（橋梁長寿命化修繕(柏倉中央橋) 

               工事請負契約の変更について）＜Ｐ１５～Ｐ１６＞ 

 日程第 ７  報告第３号 予定価格１，０００万円以上の工事又は製造の請負契約の 

               締結について＜Ｐ１６＞ 

 日程第 ８  議 案 第 ５ 号 足寄町過疎地域持続的発展市町村計画（令和８年度～令和 

               １２年度）の策定について＜Ｐ１６～Ｐ１８＞ 

 日程第 ９  議 案 第 ６ 号 足寄町公の施設に係る指定管理者の指定について（足寄町 

               地域支え合いセンター外２件）＜Ｐ１８～Ｐ２３＞ 

 日程第１０  議 案 第 ７ 号 足寄町公の施設に係る指定管理者の指定について（足寄町 

               営温泉浴場）＜Ｐ２３～Ｐ２４＞ 

 日程第１１  議 案 第 ８ 号 足寄町公の施設に係る指定管理者の指定について（足寄町 

               学習塾）＜Ｐ２４～Ｐ２６＞ 

 日程第１２  議 案 第 ９ 号 足寄町印鑑登録及び証明に関する条例の一部を改正する条 

               例＜Ｐ２６～Ｐ２７＞ 

 日程第１３  議案第１０号 足寄町行政手続における特定の個人を識別するための番号 

               の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個 

               人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例＜Ｐ２７ 

               ～Ｐ２８＞ 

 日程第１４  議案第１１号 足寄町認定こども園の設置及び管理に関する条例の一部を 

               改正する条例＜Ｐ２８～Ｐ２９＞ 

 日程第１５  議案第１２号 足寄町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を 

               定める条例の制定について＜Ｐ２９～Ｐ３０＞ 

 日程第１６  議案第１３号 足寄町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定め 

               る条例の制定について＜Ｐ３０～Ｐ３１＞ 

 日程第１７  議案第１４号 令和７年度足寄町一般会計補正予算（第１２号）＜Ｐ３１ 

               ～Ｐ３４＞ 

 日程第１８  議案第１５号 令和７年度足寄町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

＜Ｐ３１～Ｐ３４＞ 

 日程第１９  議案第１６号 令和７年度足寄町介護サービス事業特別会計補正予算（第 

６号）＜Ｐ３１～Ｐ３４＞ 

 日程第２０  議案第１７号 令和７年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算 

（第５号）＜Ｐ３１～Ｐ３４＞ 

 日程第２１  議案第１８号 令和７年度足寄町国民健康保険病院事業会計補正予算（第 

７号）＜Ｐ３１～Ｐ３４＞ 

 日程第２２  請 願 第 １ 号 生産現場に寄り添った農業政策を求める請願書＜Ｐ３４＞ 
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午前１０時００分 開会 

 

◎ 開会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の出席であり

ます。 

ただいまから、令和８年第１回足寄町議

会定例会を開会します。 

 

◎ 開議宣告 

○議長（髙橋秀樹君） これから、本日の

会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りです。 

 

◎ 会議録署名議員の指名 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１ 会議録

署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、足寄町議会総合条例

第１８４条の規定によって、１０番進藤晴

子君、１１番多治見亮一君を指名いたしま

す。 

 

◎ 議運結果報告 

○議長（髙橋秀樹君） 議会運営委員会委

員長から、会議の結果の報告を願います。 

議会運営委員会委員長 進藤晴子君。 

○議会運営委員会委員長（進藤晴子君） 

昨日開催されました、第１回定例会に伴う

議会運営委員会の協議の結果を報告いたし

ます。 

会期は、本日３月３日から３月１９日ま

での１７日間とし、このうち、４日から１

１日までと、１３日から１５日までの計１

１日間は休会となります。 

次に、審議予定について報告いたしま

す。 

本日、３月３日は、最初に議長の諸般の

報告を行います。 

次に、町長から行政報告を受けた後、町

長、教育長から行政執行方針を受けます。 

次に、議案等の審議方法について申し上

げます。 

最初に、報告第２号から報告第３号まで

の報告を受けます。 

次に、議案第５号から議案第１０号まで

と、議案第１４号から議案第１８号までを

即決で審議いたします。 

議案第１１号から議案第１３号までにつ

いては、文教厚生常任委員会へ付託し、会

期中の委員会審査といたします。 

請願第１号については、総務産業常任委

員会へ付託し、会期中の委員会審査といた

します。 

１２日は一般質問を行います。 

１６日以降の審議予定につきましては、

一般質問者の人数などにより流動的であり

ますので、今後の議会運営委員会において

協議し、皆様に御報告いたしますので、御

了承願います。 

なお、議案第１９号から議案第２６号ま

での補正予算案は、後日、提案説明を受け

た後、即決で審議いたします。 

また、議案第２７号から議案第３６号ま

での新年度予算案については、後日、提案

説明を受けた後、予算審査特別委員会を設

置し、会期中の審査といたします。 

以上で、議会運営委員会の協議結果の報

告を終わらせていただきます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、議会運

営委員会委員長の報告を終わります。 

 

◎ 会期決定の件 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２ 会期決

定の件を議題とします。お諮りします。 

本定例会の会期は、本日から３月１９日

までの１７日間にしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、会期は本日から３月１９日

までの１７日間に決定いたしました。 

なお、１７日間のうち、４日から１１日

までと、１３日から１５日までの合計１１
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日間は休会といたします。これに御異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

よって、１１日間は休会に決定いたしま

した。 

なお、今定例会における一般質問通告書

の提出期限は３月５日木曜日の午後４時ま

ででありますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第３ 諸般の

報告を行います。 

議長の報告事項は、印刷してお手元に配

付のとおりです。 

これで、諸般の報告を終わります。 

 

◎ 行政報告 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第４ 行政報

告を行います。 

町長から行政報告の申出がありましたの

で、これを許します。 

町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂

きましたので、３件の行政報告を申し上げ

ます。 

まず、足寄町新型インフルエンザ等対策

行動計画を別冊のとおり改定しましたの

で、御報告いたします。 

新型インフルエンザ等対策特別措置法の

規定に基づき、国が平成２５年６月に新型

インフルエンザ等対策政府行動計画を策定

したことを受け、町では、平成２６年１１

月に足寄町新型インフルエンザ等対策行動

計画を策定し、新型インフルエンザ等に対

する取組を進めてきました。 

令和２年１月に道内で初めて新型コロナ

ウイルス感染症の陽性者が確認され、その

影響により町民の生命及び健康が脅かさ

れ、町民生活及び社会経済活動は大きく影

響を受けました。新型コロナウイルス感染

症への対応で明らかになった課題や、これ

までの関連する法改正等も踏まえ、新型イ

ンフルエンザや新型コロナウイルス感染症

以外も含めた幅広い感染症に対する危機に

対応できる社会を目指すため、国は令和６

年７月に政府行動計画の抜本的な改定を行

いました。 

この改定に伴い、北海道も令和７年３月

に北海道新型インフルエンザ等対策行動計

画を改定しています。これらの政府行動計

画及び道行動計画を踏まえ、町行動計画を

見直し、感染症危機に対する平時の備えに

万全を期すとともに、有事に際しては、感

染症の特徴や科学的知見を踏まえ、迅速か

つ着実に必要な対策を講じてまいります。 

今回改定した町行動計画は、感染症危機

が発生した際に、町民の生命及び健康を保

護し、町民生活・社会経済活動に及ぼす影

響を最小にすることを目的に、新型インフ

ルエンザ等の対策についての基本的な方針

を示すほか、対策に関する主要８項目の各

段階における考え方等により構成されてお

ります。 

なお、町行動計画は新型インフルエンザ

等に関する最新の科学的知見や、対策につ

いての検証等を通じて改定する政府行動計

画及び道行動計画に対応することとし、適

宜見直しを実施いたします。 

今後も、町民の皆さま誰もが安心して暮

らすことができるよう、これらの取組につ

いて御理解を賜りますようお願いを申し上

げ、御報告といたします。 

次に、令和８年度から令和１２年度まで

の５か年を計画期間とする、「足寄町下水

道ストックマネジメント計画」を策定しま

したので、御報告いたします。 

足寄町の下水道は平成１２年度に供用を

開始し、下水終末処理場が２５年、マン

ホールポンプ所９か所の中で最も古いもの

は２２年が経過しています。 

これらの施設の老朽化に伴う改築・機器
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更新には多額の費用を要することから、国

の社会資本整備交付金の活用が不可欠であ

り、そのため町は下水道ストックマネジメ

ント計画を策定し国に提出する必要があり

ます。 

下水道ストックマネジメント計画とは、

中長期的な視点で下水道施設全体の老朽化

の状況を考慮し、リスク評価等による改築

や機器・設備更新の優先順位付けを行った

上で、施設全体の効率的な管理を図るため

の計画であります。 

本町では、令和２年度に令和３年度から

の５か年を期間とした２期目の計画を策定

しており、３期目となる今回の計画は、令

和６年度に実施した機器設備の状態調査結

果を基に、施設等の改築事業計画を策定し

たもので、令和８年２月２０日に北海道と

最終協議を行い、国に計画書を提出してお

ります。 

本日は、別紙の足寄町下水道ストックマ

ネジメント計画の概要版を配付させていた

だきましたが、本計画に基づき、マンホー

ルポンプ所の機械・電気設備の更新、下水

終末処理場の施設、機械・電気設備等の改

築・更新を順次行っていくこととしており

ますので、御理解を賜りますようお願い申

し上げ、御報告といたします。 

次に、足寄町簡易水道事業特別会計の公

営企業法適用化について、御報告いたしま

す。 

足寄町簡易水道は、螺湾、上利別、上足

寄、大誉地、芽登の５施設、給水人口９８

０人、管路延長約２５，０００メートルで

整備されており、足寄町内の基幹集落にお

ける生活用水の供給に大きな役割を果たし

ています。しかし、昨今の人口減少によ

り、簡易水道全体の給水人口も減少し、令

和６年度末には１４０人となっています。 

また、令和６年度決算における収支の状

況も料金収入約８５０万円に対して、建設

改良費を除く費用が約２，６５０万円と

なっており、料金収入で事業費用を賄え

ず、一般会計からの多額の繰入金によって

運営されています。 

このような中、総務省は平成２７年度よ

り特別会計で運営する簡易水道事業につい

て、公営企業法適用の推進を要請してお

り、全国で取組が進められてきたところで

す。 

本町におきましても、現在の簡易水道事

業の実情を詳細に分析し、今後の方向性を

模索してきましたが、簡易水道事業単独で

の法適用は、現在の運営体制と大きな変化

がない中、会計処理の業務量が増加するな

ど、大きなメリットを見いだせないものと

判断しました。そのため、運営に係るコス

トダウンや、会計処理を同一システムで行

うことによる業務の省力化、資金面の流動

性の確保等を図るため、既存の上水道事業

に統合し、公営企業法の適用を進めること

といたしました。 

公営企業法の適用に伴い、令和７年度末

までに改定する足寄町簡易水道事業経営戦

略において詳細を検討しており、令和８年

度から、固定資産台帳の整備や会計システ

ムの統合に向けた準備を順次進めてまいり

ますので、御理解を賜りますようお願い申

し上げ、御報告とさせていただきます。 

以上、３点の行政報告を申し上げまし

た。よろしくお願いいたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これで、行政報告

を終わります。 

 

◎ 行政執行方針 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第５ 行政執

行方針について、町長から行政執行方針を

申し述べます。 

町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） 議長のお許しを頂

きましたので、行政執行方針を申し上げま

す。 

令和８年第１回足寄町議会定例会の開催

にあたり、私の町政執行に臨む基本姿勢と

主要な施策について所信を申し上げます。
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 町民の皆様の負託を受け、２期目の足寄

町長という重責を担わせていただいてか

ら、もうすぐ３年、任期も残すところ１年

余りとなりました。住んでいて良かった、

これからも住み続けたいと思っていただけ

るまちづくりを、町民の皆様とともに考

え、ともに取組を進めてまいりますので、

引き続き、御支援と御協力をお願い申し上

げます。 

基幹産業である農業の関係では、肥料や

飼料、生産資材価格の高騰が続き、農家経

営を圧迫しています。 

昨年は、春先の継続的な降雨や、６月中

旬からの継続的な異常高温が各作物の収穫

量及び品質に影響を与えました。 

小麦は全体的に細麦傾向となり前年収量

を大きく下回り、バレイショは小玉傾向と

なったものの平年並みの作柄となっていま

す。豆類においては播種後順調に推移して

いましたが、生育期における高温の影響を

受け倒伏による収穫ロス、二次成長による

品質の低下等が発生したことから、小豆を

除き大豆・金時・手亡で平年を下回る結果

となりました。てん菜は春先の断続的な降

雨により、播種定植作業に遅れが出ました

が、その後の気温上昇と、まとまった降雨

により回復基調となったものの、９月から

１０月にかけての高温により病害虫の発生

が拡大し、品質・収穫量ともに前年を下回

り、平年作以下となりました。 

畜産関係では、和牛素牛価格が令和８年

１月市場において高値で推移するなど回復

基調ですが、酪農関係では乳価の引き上

げ、乳牛の販売価格上昇など情勢が好転す

る兆しはあるものの、いまだ厳しい経営状

況が続いています。 

今後も、足寄町農業協同組合との連携を

密にし、農業経営継続のための支援を行っ

てまいります。 

人口減少対策は日本の最重要課題であ

り、本町においては基幹産業である農林業

の振興が、地域経済の活性化、過疎対策に

結び付くものと考えており、「足寄町第７

次総合計画」や「第３期足寄町創生総合戦

略」に基づき、地方創生の取組を着実に進

めてまいります。 

地方創生、人口減少対策の大きな柱であ

る子育てと教育の支援を継続し、「安心し

て子育てできる町、足寄町」をアピールで

きるまちづくりを進めます。あわせて、産

業の振興と雇用の場を創出するための取

組、時代の変化に合った福祉施策を進め、

ひとり暮らしのお年寄りや障がいをお持ち

の方を含む、誰もが安心して住み続けられ

る環境を充実させてまいります。 

今後人口が減少し、職員数も減少してい

く状況になると考えており、地方創生、こ

ども政策、ＤＸ（デジタル・トランス

フォーメーション）やゼロカーボンの推進

などをはじめ、多様化する政策課題や住民

ニーズに可能な限り対応するために、昨年

４月に機構改革を行いました。 

課・部局間、課内の連携強化、情報共有

を充実させるため、職場内研修を通して職

員の意識改革を進めるとともに、今後も庁

内ＤＸの推進状況や世の中の変化に応じ

て、適宜、体制の見直しを図る必要がある

と考えています。 

国・地方とも、社会保障費、人件費の増

加や物価高などにより、行政経費が膨ら

み、厳しい財政状況が続いていますが、

「誰もが安心して暮らせる豊かで活気あふ

れるまちあしょろ」の実現に向け、新年度

予算編成に臨みました。 

令和８年度予算編成の重点施策を、１、

産業振興の推進、２、地方創生の推進、

３、安全、安心で住みよい持続可能なまち

づくりの推進、４、医療と介護・保健・福

祉の連携の推進、５、学びと文化の町づく

りの推進の５点に定め、予算編成を行いま

した。 

地方交付税は、行政経費の増加を反映さ

せる一方、国勢調査結果による人口減少を

見込んだことから若干の増額としています
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が、税収入等の歳入確保に明るい見通しが

立たない中、人件費の増加や物価高などに

より、施設の維持管理費や各種委託料など

の経常経費が年々増加しています。特に近

年は改修や更新といった長寿命化が必要な

施設や設備が増加しており、令和８年度は

老朽化が進むあしょろ銀河ホール２１のエ

レベーター制御盤更新や屋上防水改修、足

寄小学校教員住宅改修、消防庁舎受変電設

備更新など、多額の一般財源が必要な事業

が増えており、厳しい財政状況が続いてい

ます。 

次に、令和８年度会計の予算案等につき

まして、項目ごとにその概要を説明いたし

ます。 

歳入の確保につきましては、適正に財源

を見積り、収入可能な財源を積極的に捕捉

して、自主財源の確保に努めることとして

います。 

町税は町の歳入の根幹をなすものであ

り、町税の確保は極めて重要なことから、

適正で公平な課税に努めます。現在、全国

のコンビニエンスストアやスマートフォン

からの納付が可能となっており、引き続き

納税者の利便性向上に取り組むとともに、

滞納整理に当たっては、滞納者個々の実情

に即しつつ、法令等に基づき適切に対応し

てまいります。 

ふるさと納税寄附金につきましては、令

和７年度の寄附額が１億３，０００万円程

度の見込みであることから、本年度は１億

５，０００万円を目標にさらなる寄附獲得

に努めてまいります。 

町債については、交付税補てん率の高い

地方債を厳選して借り入れ、その他の収入

においても、過大とならないよう留意して

計上しました。 

歳出では、住環境の向上、定住促進と地

域経済活性化の取組として、住宅・店舗等

の新築及び増改築工事、賃貸住宅整備、空

き家解体等を対象とした住環境・店舗等整

備補助事業を引き続き行います。 

また、まちづくり活動支援補助金につき

ましても、住民参加によるまちづくりや住

民の主体性が発揮できるまちづくり活動を

支援するため、引き続き計上しました。 

地方創生推進事業では、新婚世帯の新生

活スタートを支援する、結婚新生活支援事

業補助金を本年度に計上しています。 

また、移住施策として、引き続き、移住

希望者の募集や、移住体験の受入を行うほ

か、若者の町内企業への就職・定着を推進

するため、新規採用者の奨学金返済額の一

部を助成する支援制度の開始を予定してい

ます。 

次に、公共施設等の管理につきまして

は、利用者の利便性向上を図るため、南区

コミュニティセンター、緑栄コミュニティ

センター、下愛冠コミュニティセンターへ

の空調設備整備工事費を、施設の適正保持

や長寿命化を図るため、平和生活改善セン

ター屋根・外壁塗装工事費等を計上してい

ます。 

ＤＸの推進では、足寄町デジタル・トラ

ンスフォーメーション推進計画に基づき、

マイナンバーカード保持者が、全国のコン

ビニエンスストアなどで住民票の写しや印

鑑登録証明書等の発行が受けられる「コン

ビニ交付」のほか、公共施設予約システ

ム、役場窓口でのキャッシュレス決済など

の本格運用を開始します。 

また、複数のシステムをまたいで業務を

自動化するＲＰＡや、プログラミングに関

する特別な知識を持たなくても業務アプリ

の開発が可能なローコードツール「キン

トーン」などの定着化も進めます。 

また、令和７年１２月定例会から導入し

た、ペーパーレス会議システムは、議会と

の連携のもと、より一層スムーズに議会運

営が図られるよう、内容の充実を図ってま

いります。 

交通安全の推進につきましては、交通安

全キャンペーン、通学時の小中学生の安全

を確保する街頭指導、老人クラブの交通安
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全教室の開催など、関係機関・関係団体と

連携して、一層の交通安全思想の普及啓

発、交通死亡事故撲滅に向けた取組を進め

てまいります。 

次に、自治会活動の推進ですが、近年、

多くの自治会において、会員の高齢化が進

み、役員の担い手不足、自治会未加入者の

増加等により、活動の停滞が深刻化してい

ます。地域に住む人が孤立せず安心して住

み続けられる地域を維持するため、若い人

の加入率を向上させるための取組等、自治

会活性化に向けた検討を、単位自治会や自

治会連合会とともに進めてまいります。 

次に、福祉施策の推進について申し上げ

ます。障がい児者施策につきましては、障

害者地域生活支援拠点施設、障害児日中一

時支援事業所と連携し、相談、居住支援及

び、個別支援対策など、障がい児者の生活

を地域全体で支える体制の充実を図りま

す。 

子育て支援の充実につきましては、妊娠

時から子育て期までの切れ目のない支援を

実現するため、こども家庭センターを子ど

もセンター内に設置し、家庭や子供に関す

る相談を一元化し、母子保健・児童福祉・

教育委員会が連携する拠点として整備を図

ります。 

スマートフォンアプリ「母子モ」を引き

続き活用し、母子健康手帳、予防接種や乳

幼児健診のＤＸを進め、より効果的に支援

を行える体制整備を図ります。乳幼児健診

につきましては、新たに５歳児健診を実施

し、就学前の子供を対象に発達や社会性な

どを総合的に確認し、必要に応じた支援・

情報共有をする体制を整えます。 

子育て安心基金等を財源としている、認

定こども園、へき地保育所、家庭的保育及

び学童保育所の保育料等完全無償化並びに

出産祝金の贈呈については引き続き実施し

てまいります。 

国は、「こどもまんなか社会」の実現の

ため、こども家庭庁を中心に総合的な取組

を進めています。本町においても、さらな

る子育て支援の充実を図るための体制整備

を進めます。 

高齢者福祉施策では、介護保険サービス

を取り巻く時代の変化に対応し、高齢者支

援課総合支援相談室を中心に、地域包括ケ

アシステムの深化・推進を図り、「医療と

介護・保健・福祉の連携システム」の取組

を進めています。 

近年の物価高騰や賃金上昇が福祉事業者

の経営を圧迫し、非常に厳しい状況に置か

れています。そのような状況から、高齢者

等複合施設を受託する指定管理者が、適切

なサービスを安定して提供できるよう必要

な予算計上を行うとともに、今後の地域ケ

アサービス提供体制の在り方等について、

関係機関と検討を進めます。 

また、町内の軽費老人ホームにも引き続

き経営安定資金を助成し、福祉施設サービ

スの円滑な提供を支援いたします。介護人

材の確保・育成事業といたしまして、介護

職員初任者研修を開催するとともに、修学

資金貸付金、就業支援等補助金、介護福祉

士資格取得等補助金などの制度を継続し、

介護事業の円滑な運営を支援してまいりま

す。 

次に、予防健診経費といたしまして、胃

がん検診・肺がん検診等の各種がん検診の

ほか、人間ドック、胃カメラ、脳ドック検

診、歯周病検診等の受診に係る経費につい

て引き続き支援を行います。 

また、感染症の発症予防や重症化予防に

係る各種ワクチン接種について、正確な情

報提供を行うとともに一部費用助成を実施

し、町民の命と健康を守る取組を充実して

まいります。 

町営温泉浴場「銀河の湯あしょろ」につ

いては、町内外から多くの方に御利用頂い

ておりますが、令和８年５月から１０月ま

での６か月間、営業時間を午後９時まで１

時間延長する予定です。今後も、くつろぎ

と健康増進の場を提供するため、指定管理
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者とともに円滑な運営を進めてまいりま

す。 

ごみ減量化の取組につきましては、ごみ

の収集量が年々増加していることから、啓

発活動の強化、リサイクル体制の充実等を

進め、さらに食品ロスやごみ発生を抑制す

る取組を推進してまいります。 

次に、農業施策の推進について申し上げ

ます。町の基幹産業である農業を取り巻く

環境は、依然として生産資材の価格が高騰

し、非常に厳しい経営状況が続いていま

す。本町の農業がこの状況を乗り越えるた

めには、経営基盤の強化が求められていま

す。 

持続可能な畑作経営を推進するためには

「土づくり」が非常に重要であり、足寄町

農業協同組合が進めている「耕畜連携地力

増進事業」を引き続き支援し、堆肥や発酵

消化液の有効活用を促進してまいります。 

また、北海道遺産でもあるラワンぶきの

安定的な生産体制の維持と生産農家の負担

軽減のため、ラワンぶき振興対策事業補助

金として苗の生産費用の一部を、引き続き

支援いたします。 

畜産関係では、経営安定のために大家畜

特別支援資金利子補給費などの制度や経営

の安定と向上を図るために規模拡大等を行

う畜産農業者に対する無利子の畜産振興資

金の貸付を継続します。 

「あしょろ和牛」の振興では、令和９年

度に音更町と帯広市で開催されます全国和

牛能力共進会北海道大会に向け、生産基盤

の充実と担い手育成、ブランド力向上など

の「あしょろ和牛生産基盤強化プロジェク

ト事業」に取り組んでいる、足寄町和牛生

産改良組合に引き続き支援をいたします。 

また近年、家畜伝染病が多発しており、

牛馬の移動や出荷の制限、更には淘汰に至

る場合もあり、生産農家にとって、経済的

にも精神的にも大きな負担となることか

ら、足寄町家畜伝染病自衛防疫対策協議会

と連携し、家畜伝染病の予防と衛生対策の

強化を図ってまいります。 

農業担い手対策につきましては、経営開

始資金や新規就農志向者として研修される

方への実習奨励金など、幅広い支援を行う

とともに、経験の浅い経営者に寄り添った

指導や助言等を、本町に新規就農した先輩

農業者や関係機関と連携して取り組みま

す。 

また、新たな担い手確保対策として、将

来的に新規就農を目指す方を対象に地域お

こし協力隊を募集します。酪農ヘルパー事

業組合に派遣し、様々な経営形態の牧場で

勤務することにより、幅広い知識と経験を

積むことができ、新規就農志向者へスムー

ズな移行が図られることを期待していま

す。 

基盤整備事業では、営農用水道の整備、

及び草地整備を継続して進めるほか、必要

な基盤整備について、道営事業の新規採択

に向け、足寄町農業協同組合と連携して取

り組んでまいります。 

また、国の「多面的機能支払交付金」

「中山間地域等直接支払交付金」「環境保

全型農業直接支払交付金」の各制度を活用

して、農業と集落を維持する取組を支援し

てまいります。 

次に、ゼロカーボンと林業施策の推進に

ついて申し上げます。 

本町は広大な森林面積と豊富な森林資源

を有していることから、足寄町の強みであ

る木質バイオマスの活用を柱とした脱炭素

化に取り組むとともに、民間を含めた林業

施策の推進を図ります。２０５０年までの

カーボンニュートラル達成に向け、各種計

画に基づき、具体的な施策の検討を進めて

まいります。 

林業振興では、将来にわたって森林の恵

みを享受できるまちづくりを目指し、森林

の有する多面的機能を発揮するために、森

林施業の実施や森林保全を進め、健全な森

林資源の維持造成を推進します。森林環境

譲与税を財源とする森林環境整備事業は、
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森林整備の推進、林業人材の育成と担い手

確保等を柱に、適正な森林作業の実施と健

全な森林資源の維持造成、町内産材の積極

的なＰＲなど、本町の林業振興につながる

取組を関係機関と連携して推進してまいり

ます。 

有害鳥獣対策につきましては、特にエゾ

シカやヒグマの個体数が増加していると思

われ、農作物等への被害が年々増加してい

ることから、町内の一部地域で、カメラ搭

載ドローン等による侵入経路の特定や食害

行動等の実態調査を行い、足寄町農業協同

組合、農業関係団体、猟友会足寄支部など

と連携して、農業被害軽減のための対策に

ついて検討を進めます。 

また、ヒグマの人里近くへの出没が増

え、目撃情報等が多数寄せられていること

から、この度策定した足寄町緊急銃猟対応

マニュアルに基づき、各種備品を配備し、

警察・猟友会・関係団体との連携の下、ヒ

グマの緊急銃猟に備えてまいります。 

次に、商工観光振興対策について申し上

げます。 

物価高騰の長期化による消費者マインド

の悪化や、人件費・原材料費の上昇等によ

り、多くの事業者が厳しい経営状況にある

ことから、足寄町商工会や金融機関等と連

携し、町内事業者の状況把握に努め、必要

な対応を検討してまいります。経営継続に

必要な取組を行う小規模事業者に対し支援

する「小規模事業振興補助金」や、町内で

新たに創業した事業者に対し、創業時と創

業から一定期間経過後に支援を行う「創業

及び持続化支援金」を本年度も計上してい

ます。 

また、物価高騰に対する町民負担の軽減

と消費拡大による町内商工業者の支援を行

うため、商工会が実施するスマートフォン

を対象とした（仮称）銀河カードアプリの

システム導入とポイント付与を行う地域通

貨発行支援事業に対して、国の物価高騰対

応重点支援地方創生臨時交付金を活用して

支援を行います。 

また、消費者対策については、悪質商法

等による被害が後を絶たないことから、警

察や消費者協会等と連携を図り、様々な機

会を通じて注意喚起や被害防止対策に取り

組むほか、複雑多様化する相談内容に対応

できるよう、相談体制の充実を図り、消費

生活の安全を確保してまいります。 

町に活気を与えるイベントの開催につい

ては、昨年も「足寄ふるさとラワンぶきま

つり」と「足寄ふるさと盆踊り・両国花火

大会」に、町内外から多くの来場を頂いて

います。本年も実行委員会とともに内容等

の検討を行い、更なる充実に努めてまいり

ます。 

雌阿寒岳・オンネトー地区の観光振興に

つきましては、昨年も多くの観光客が訪

れ、合同会社ほとりが新たに運営を担った

オンネトー野営場休憩舎も多くの利用者で

賑わいました。今後も多くの方が訪れてみ

たいと思っていただける魅力ある観光コン

テンツの充実に努めます。 

また、昨年１月に発生した火災で浴場部

分を除く大部分が消失した「山の宿野中温

泉」につきましては、代表者から事業再建

に向けた相談を受けており、町として支援

を検討してまいります。次に、土木関係の

事業について申し上げます。地籍事業につ

きましては、引き続き令和２年度着手の中

足寄・螺湾・上利別の各一部地区につい

て、土地の位置付けの明確化を進めてまい

ります。 

橋梁長寿命化修繕事業につきましては、

藤見橋の修繕工事を行うとともに、令和９

年度以降の修繕に向けて、中足寄橋の調査

設計や５年に一度実施する橋梁定期点検業

務等を行い、長寿命化を図ります。 

また、道路ストック修繕事業として、足

寄白糠線の舗装路面の補修を行い、道路交

通の安全を確保するとともに、総合計画に

基づき、町道整備工事や傷んだ舗装の補修

工事を行ってまいります。 
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公園事業につきましては、昨年度に里見

が丘公園の園路整備が完了したことから、

園内の案内板設置を行うとともに、都市公

園については遊具等の保守点検結果に基づ

き、計画的な修繕を行い、公園施設の安全

と機能の維持に努めてまいります。 

次に、消防体制の推進についてですが、

常備消防管理経費ではとかち広域消防事務

組合負担金等を、非常備消防管理経費では

主に消防団に要する経費を計上していま

す。 

とかち広域消防事務組合の事業では、大

規模災害対策として緊急消防援助隊全国合

同訓練への参加、災害時等に一般携帯電話

網を利用して公共機関内での通信を確保す

る通信公共安全モバイルサービスの導入を

進めます。またマイナ救急実証事業、ＡＩ

音声認識会議録作成システムと職員採用管

理システムの導入を図り、消防ＤＸの推進

に努めます。そのほか、常備消防管理経費

では、消防庁舎の受変電設備について、停

電などの電気事故を未然に防止するために

更新工事を行います。 

非常備消防管理経費では、第１分団（市

街地）の小型動力ポンプ付水槽車を更新

し、防災体制の強化と地域住民の安全確保

を図ります。 

また、中足寄消防団詰所の屋根塗装工事

を行い、施設の長寿命化を図るとともに、

消火栓３基の更新を行います。 

消防体制については、出動計画に基づく

消防部隊の適正な運用に努めるとともに、

地域防災力の要である消防団員の確保と、

装備の充実を図り、消防体制の強化に努め

てまいります。 

また、火災を減らすためには一人一人の

防火意識が重要なことから、年間を通して

啓発を行い、町民の防火意識を高めること

に努めてまいります。 

救急体制については、高齢化による救急

出動件数の増加と救急業務の高度化に対応

するため、救急隊員の教育訓練を充実さ

せ、より質の高い救急業務を推進するとと

もに町民に対する救命講習の拡充に努めて

まいります。 

引き続き、町民の安全安心を確保するた

め、消防署、消防団と関係機関が連携し

て、地域の実情や社会情勢に対応した消防

行政の推進に努めてまいります。 

次に、防災関係について申し上げます。

異常気象による大雨や大規模地震、火山噴

火、大規模停電等の災害に備えるため、引

き続き災害対応に必要な予算を計上すると

ともに、大規模災害発生時等における通信

手段の確保を目的に、衛星通信サービス

「スターリンク」を新たに導入するなど、

防災資機材の増強等を行ってまいります。 

次に、特別会計について申し上げます。

特別会計及び企業会計では、それぞれの会

計の設置目的に沿い、簡素で効率的な会計

運営を意識して事業執行を進めてまいりま

す。 

国民健康保険事業特別会計につきまして

は近年、北海道に納める国民健康保険事業

費納付金の額が低下してきています。 

被保険者数の減少やコロナ禍以降の景気

後退によって本町の負担割合が低下したも

のと考えられます。 

令和８年度当初予算においては、物価高

騰等による不測の経済情勢・税収減に備え

た予算編成となっています。 

令和１２年度に予定されている全道での

標準保険税率の導入に向け、保険税率の段

階的な移行、納付金財源の安定確保、年度

間の税負担の平準化を図る調整財源として

の基金を一定量確保するためにも、計画的

に税率改正を行い、国民健康保険制度が被

保険者にとって、安心して医療機関を受診

でき、地域の医療を支える制度として役立

てるよう努めてまいります。 

簡易水道特別会計につきましては、引き

続き、適切な施設の維持管理を行い、安全

安心な水の供給に努めてまいります。 

介護保険特別会計につきましては、令和
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８年度が第９期介護保険事業計画の最終年

度となります。これまでの実績を検証し、

第１０期介護保険事業計画を策定してまい

ります。 

介護サービス事業特別会計につきまして

は、昨年１１月から新たな特別養護老人

ホームでの運営が始まりました。引き続き

利用者の立場に立った質の高いサービスの

提供に努め、家庭的な雰囲気の中でその人

らしい暮らしを保つことができるよう、健

康保持や安全で安心して生活が送れる施設

づくりを進めてまいります。 

今後、経営改善を進めるために、人材確

保による稼働率の向上と経費節減を進める

ための方策等の検討を進めます。 

後期高齢者医療特別会計につきまして

は、引き続き、安定した制度運営のため北

海道後期高齢者医療広域連合と連携を図っ

てまいります。 

また、高齢者の保健事業と介護予防を一

体的に実施するため、関係部署が連携し、

個々の状態に応じた疾病予防や重症化予

防、生活機能の向上を図るための取組を進

めてまいります。 

資源ごみ処理等事業特別会計につきまし

ては、銀河クリーンセンターが、施設整備

後２０年以上経過したことから、計画的な

設備更新を進めてまいります。適切な時期

に設備を更新し、長寿命化、経費節減を図

るとともに、ごみ処理に関する諸課題につ

いて本別町、陸別町と連携して対応してま

いります。 

次に、企業会計について申し上げます。

上水道事業会計につきましては、安全安心

な水道水の安定的な供給を図るために、老

朽管路の更新と道路整備工事に伴う配水管

移設工事を行います。 

下水道事業会計につきましては、下水道

ストックマネジメント計画に基づき、マン

ホールポンプ所の機能維持を図るため、実

施設計を行います。 

既設汚水管につきましては、高圧洗浄や

カメラ調査を計画的に進め、適正な維持管

理を行ってまいります。 

次に、国民健康保険病院事業会計につい

てですが、現在常勤医師５名が在籍してい

ることで、安定的な診療体制が図られてい

ますが、看護師や医療従事者の人材確保・

定着については依然として課題となってい

ることから、引き続き重点的に取り組んで

まいります。 

人口減少やコロナ禍以降の受診動向の変

化、さらに物価や人件費の上昇が追い打ち

をかけ、現下の病院運営は非常に厳しい局

面に置かれていますが、町内唯一の入院病

床を有する救急告示医療機関として、２４

時間３６５日、必要時にいつでも安心して

医療が受けられる体制を維持していくこと

は、近隣の中核市まで車で片道１時間以上

を要する地域性や、高齢化率の高い本町に

とって町民の命と健康を守るために無くて

はならないものと考えております。 

そのため、必要とされる医療提供体制の

確保に努めるとともに、町民の皆様が安心

と信頼をもって受診していただけるよう、

良質な医療の提供はもとより、病院スタッ

フの接遇の向上についても、最大限の努力

をしてまいります。併せて、医療機器の計

画的な更新、施設の維持・補修等を行うと

ともに、研修医や実習生を積極的に受け入

れ、地域医療教育の研修施設としての役割

を担うことで、院内の活性化を図っていき

ます。 

また、持続可能な病院運営のために、昨

年８月より公立病院の経営改善に確かな実

績のある病院経営支援アドバイザリー事業

を導入し、国保病院の抱える課題や住民

ニーズの把握に努めてまいりましたが、令

和８年度につきましても引き続きアドバイ

ザーの力を借りて、経営改善と町民の皆様

からの信頼獲得のための取組を進め、病院

理念である「いたわりと思いやりの心を持

ち、やすらぎに満ちたぬくもりのある病院

づくり」を、職員一丸となって目指してま
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いります。 

以上、項目ごとの概要説明を申し上げま

したが、今回の予算編成に当たっては、財

政の健全化を念頭に置き、緊急性や必要

性、経費の節減等を十分に考慮し、財源に

つきましては町税、地方交付税等において

不透明な部分が多いものの、過大にならな

いように算定し、限られた財源の効率的配

分や国の補助制度等を可能な限り活用し予

算編成を行いました。 

申し上げました内容を主として令和８年

度の予算を編成いたしました結果、各会計

の予算案規模は、一般会計が１０９億９，

２１１万９，０００円、前年度当初比１．

０％減、特別会計の計が２４億４，６７７

万７，０００円、前年度当初比４１．０％

減、企業会計の計が２２億４，４２３万

円、前年度当初比４．２％増、合計が１５

６億８，３１２万６，０００円、前年度当

初比９．９％減となりました。大型事業の

特別養護老人ホームの建替えが終了したも

のの、物価高騰が続き、様々な物の価格が

上昇し、経常経費が年々膨らんでおり、ま

た、「物価高騰対応重点支援地方創生臨時

交付金」を活用した「地域通貨発行支援事

業補助金」や「高齢者エアコン購入支援事

業補助金」等、地域の消費拡大による生活

者と事業者の支援事業の実施などにより、

一般会計においては前年度当初予算と同程

度の予算規模となりました。 

一般会計の歳入では前年度当初比で、町

税は０．１％増の９億６，３３７万７，０

００円を、地方交付税は１．１％増の４８

億９，１６２万９，０００円を、基金繰入

金は財政調整基金や減債基金など８基金か

ら０．２％減の１２億１，６７３万２，０

００円を計上しました。 

また、町債においては例年どおり辺地対

策事業債を始めとした財政上有利な起債を

見込み、道路橋梁の整備、小中学校、総合

体育館及び子どもセンターの照明ＬＥＤ化

事業や、総合体育館の空調設備整備工事等

の財源として、前年度比２３．７％減の１

０億９，５２０万円を計上しています。 

以上、令和８年度の一般会計、特別会計

及び企業会計予算案の概要説明も含め、行

政執行方針を申し上げました。 

引き続き、限りある財源を効果的に活用

し、健全財政の堅持に努め、簡素で効率的

な行財政運営と働き方改革を進める一方、

町民の皆様との対話を大切にして、誰もが

「住民に優しい役場」と感じていただける

よう、議会との連携のもと、協働のまちづ

くりを進めてまいる所存でありますので、

町議会議員並びに町民の皆様の一層の御支

援と御協力をお願い申し上げます。 

以上、行政執行方針とさせていただきま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） ここで、１１時１

０分まで、休憩といたします。 

午前１１時 １分 休憩 

午前１１時１０分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） 次に、教育委員会

から教育行政執行方針を申し述べます。 

教育長 東海林弘哉君。 

○教育委員会教育長（東海林弘哉君） 議

長のお許しを頂きましたので、令和８年第

１回定例会の開会に当たり、足寄町教育委

員会の所管行政の執行に関する主要な方針

を申し上げます。 

この数年、ＶＵＣＡ（変動性、不確実

性、複雑性、曖昧性）という言葉が注目さ

れてきましたが、現在はＢＡＮＩ（脆弱、

不安、非線形、不可解）の時代と言われて

おり、全世界で見られる複雑化・多様化す

る問題の解決が、非常に困難な状況です。 

このような中だからこそ、私たちは将来

を見据え、ＳＤＧｓや、そのための教育・

ＥＳＤの理念に則った問題解決的な学習

や、探求的な学習活動を重視し、持続的な

成長を目指す必要があります。 

同時に、子供たちをはじめ、町民一人一
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人が心身や社会的に良い状態であるウェル

ビーイングの向上を図っていくことが求め

られています。 

また、不易と流行を見極め、「デジタ

ル」と「リアル」のバランスをとり、全て

の教育段階において連続性、一貫性を持つ

とともに、社会のニーズに沿った教育を大

切にしていくことも重要です。 

そして、幅広い世代と連携、協働し支え

合える「人づくり」の推進は、本町におけ

る喫緊の課題です。そこで、足寄町教育委

員会といたしましては、足寄町第７次総合

計画及び第６次足寄町教育振興基本計画な

どを基底に据え、豊かな循環型生涯学習の

まちづくりを目指して教育行政を推進して

まいります。 

以下、学校教育と学校教育以外の生涯学

習教育、高等学校振興の推進について、主

な施策を申し上げます。 

一つ目は、学校教育の推進についてで

す。 

昨年、文部科学省の中央教育審議会か

ら、次期学習指導要領（令和１２年度の小

学校から順次実施予定）改定に向けての論

点整理が公表されました。 

この教育の設計図と言える内容には、

様々な課題を受けて、「今」の教育の質を

向上させるヒントも凝縮されています。ま

ずは町内教職員が、この「論点整理」を理

解する機会を年間を通して設定していく予

定です。 

その上で、「子供たち一人一人の可能性

を引き出す教育の推進」については、ＳＤ

Ｇｓやそのための教育・ＥＳＤの推進に向

けた体験的な学習活動や問題解決的な学

習、自らの意見を表明する機会を重視し、

健康でたくましい体、豊かな人間性を基盤

とした新しい時代に必要となる資質能力を

育成してまいります。 

特に、町内小中学校における教育課程の

連携・充実、検証改善サイクルの実質化、

迅速化に取り組んでまいります。 

また、１人１台端末を効果的に活用し

て、「主体的・対話的で深い学び」を実現

する「個別最適な学び」と「協働的な学

び」の一体的な充実を小・中・高で連携・

協働して図ってまいります。 

本年度からは、高校までの１２年間、連

携して英語活動に取り組み、国際理解を深

めグローバルな人材を育成できるよう、

小・中学校にＡＩ英会話ツールを導入しま

す。 

次に、「学びの機会を保障し質を高める

環境の確立」ですが、本町ではこれまでも

教育への様々な支援を実施してまいりまし

た。本年度も就学に関わる経済的支援を継

続し、多様な学習機会を提供してまいりま

す。 

いじめ、不登校への対応や関係機関と連

携した児童生徒への支援、安全教育につい

ても組織的に行ってまいります。特に、各

学校においては、自律型マネジメントを展

開し、心理的安全性を確保するためにも、

「人づくりの町構想」を生かした人材育

成、働き方改革や不祥事防止といった喫緊

の課題にも、しっかり向き合ってまいりま

す。 

年々増加傾向にある不登校については、

保護者や関係機関との連携を図るとともに

ＩＣＴを活用し、引き続き一体的な取組を

推進できる環境整備に努めてまいります。 

その他、国語力を高め表現力・創造力を

身に付けさせる読書活動の推進、教育相談

の機能を生かした道徳教育や道徳科の充

実、キャリア教育、ＳＮＳ等の情報モラル

教育の徹底、栄養教諭と連携した食育の充

実、体力向上にも、確実に取り組んでまい

ります。 

きめ細かな複式教育や教育的ニーズに応

じた適切な特別支援教育は、教育の基本と

なるものです。一人一人の子供たちを大切

にした取組を推進します。 

二つ目は、生涯学習の推進についてで

す。『「学ぶ・育てる・ささえあう」笑顔
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あふれるまちづくり』を基本理念とした第

６次足寄町教育振興基本計画を踏まえ、

「地域と歩む持続可能な教育の実現」とし

て、本町ならではの生涯学習社会の実現に

向けた学校を核とした家庭教育や、社会教

育等の充実を図ってまいります。 

特に、活力ある地域づくりを推進するた

めに、コミュニティ・スクールと、地域学

校協働活動による「人的ネットワーク」の

絆を基盤として、「こどもまんなか」を合

言葉に家庭や地域の諸課題を主体的・協働

的に解決していけるよう、多様で包摂的な

組織体系を目指したいと考えています。 

そのためには、検証・改善サイクルを生

かした柔軟な事業の展開による世代を超え

てウェルビーイングが循環していくという

環境の整備が大切です。 

具体的な事業としまして、家庭教育学級

や子育て支援・学習と交流の会「すくす

く」、人間形成の基礎が培われる青少年教

育、ＳＤＧｓ・ＥＳＤを踏まえた自然体験

活動「すすめ！あしょろ☆冒険王」におい

て、多様な活動を推進します。 

また、成人向け事業や高齢者向けの１０

０年塾「生きがいスクール」等、豊かな学

び合いを支援してまいります。 

本年度も地域の教育機関である「北海道

立青少年体験活動支援施設ネイパル足寄」

「九州大学北海道演習林」、本町の象徴的

な学術施設である「足寄動物化石博物館」

との連携を強化してまいります。 

生涯学習施設、とりわけ図書館につきま

しては、情報センターや町民の憩いの場と

しての機能強化を目指すとともに、「読

書」や「手書き」が見直されている現状を

踏まえて、関係機関との連携のほか、魅力

ある事業の在り方を検討し、活動の充実を

図ります。 

体育・スポーツの振興では、中学校部活

動の地域移行の取組を契機として、指導者

の育成や指導体制の整備、地域クラブ設立

の準備を着実に推進します。 

さらに、東北部３町との連携も重視して

まいります。 

これら生涯学習に関連した事業や関係機

関をネットワーク化し、組織的・体系的に

機能して持続的な活動となるような展開を

目指します。 

三つ目は、足寄高等学校教育の振興につ

いてです。足寄高等学校の存続・２間口確

保に向けた取組につきましては、令和１０

年度から予定している道外募集に向けた準

備も併せて、足寄高等学校振興会等関係団

体と連携・協議し、特色化・魅力化の取組

を支援してまいります。 

本年度も小・中・高等学校の連携・協働

をはじめ、主体的に課題に向き合う力を身

に付けさせる「総合的な探求」への援助も

継続してまいります。海外研修派遣事業等

これまでの振興策を継続するのはもちろ

ん、一つ一つの事業の価値を高められるよ

う、小・中学校教育活動との接続も強化し

てまいります。 

令和９年度から実施予定の短期留学制度

の準備についても、町として確実に後押し

し、「９つの支援」を「１０の支援」に

バージョンアップしていく予定です。 

以上、令和８年度の教育行政執行に関す

る主要な方針について申し上げました。 

町議会議員並びに町民の皆様の御理解と

御支援をよろしくお願い申し上げます。 

ありがとうございました。 

○議長（髙橋秀樹君） これで、行政執行

方針を終わります。 

 

◎ 報告第２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第６ 報告第

２号専決処分の報告について（橋梁長寿命

化修繕（柏倉中央橋）工事請負契約の変更

について）の件を議題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） ただいま議

題となりました、報告第２号専決処分の報
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告について、提案理由の説明を申し上げま

す。 

議案書３ページをお願いいたします。 

地方自治法第１８０条第１項の規定によ

り、令和８年１月２８日付けで下記のとお

り専決処分をいたしましたので、同条第２

項の規定により、これを報告するものでご

ざいます。 

令和７年９月１２日に議会の議決を経ま

した、橋梁長寿命化修繕（柏倉中央橋）工

事請負契約につきまして、工事内容の一部

に変更が生じ、契約金額の変更をするた

め、町長の専決処分事項の指定について第

６項の規定に基づき、専決処分を行ったも

のでございます。 

専決処分書を御覧ください。 

契約変更の目的は、橋梁長寿命化修繕

（柏倉中央橋）工事です。契約変更の原因

は、契約条項第１８条、第１９条及び第２

５条に基づくものでございます。 

変更事項は、３の契約の金額で、変更前

の請負金額５，０９４万１，０００円から

１０７万８，０００円を増額し、契約金額

を５，２０１万９，０００円とするもので

ございます。 

なお、本件につきましては第１回臨時会

におきまして１回目の変更をさせていただ

き、今回が２回目の変更となります。 

今回の増額分は契約金額の１０分の１以

内の額であり、かつ５００万円を超える額

でないため、指定事項に基づき専決処分を

行っております。 

契約の相手方に変更はございません。 

以上のとおり御報告申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、報告を

終わります。 

 

◎ 報告第３号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第７ 報告第

３号予定価格１，０００万円以上の工事又

は製造の請負契約の締結についての件を議

題とします。 

本件について、報告を求めます。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） 議案書の４

ページをお願いいたします。 

ただいま議題となりました、報告第３号

予定価格１，０００万円以上の工事又は製

造の請負契約の締結について、御説明を申

し上げます。 

足寄町議会総合条例第１２条第１項の規

定により、次のとおり御報告するものでご

ざいます。 

令和７年１１月１５日から令和８年２月

９日までの間で、足寄町議会総合条例第１

２条第１項第１号の規定により、御報告す

る工事又は製造の請負は、５ページに添付

しております別紙のとおり１件でございま

す。 

以上のとおり、御報告とさせていただき

ます。 

○議長（髙橋秀樹君） これにて、総務課

長からの報告を終わります。 

ただいまの報告に対して、質疑を行いま

す。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

これをもって、報告を終わります。 

 

◎ 議案第５号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第８ 議案第

５号足寄町過疎地域持続的発展市町村計画

（令和８年度～令和１２年度）の策定につ

いての件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

まちづくり推進課長 赤間恵一君。 

○まちづくり推進課長（赤間恵一君） 議

案書６ページをお開きください。 

ただいま議案となりました、議案第５号

足寄町過疎地域持続的発展市町村計画（令
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和８年度～令和１２年度）の策定につい

て、提案理由を御説明申し上げます。 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特

別措置法第８条の規定により、足寄町過疎

地域持続的発展市町村計画（令和８年度～

令和１２年度）を別冊のとおり定めたく、

議会の議決をお願いするものでございま

す。 

過疎地域の持続的発展の支援に関する特

別措置法が令和３年に公布され、有利な起

債であります過疎対策事業債を借入れする

場合につきましては、市町村計画を策定

し、そこに登載されている事業であること

が前提とされていることから、現在、令和

３年度から令和７年度までを計画期間とす

る足寄町過疎地域持続的発展市町村計画を

策定し、持続可能な地域社会の形成等に向

けた取組を進めているところですが、令和

８年度以降の市町村計画策定の指針となる

北海道過疎地域持続的発展方針（令和８年

度～令和１２年度）が策定されたことか

ら、本町におきましても新たな計画を策定

しようとするものでございます。 

概要について、申し上げます。別冊の計

画をお開きください。 

基本的な事項といたしまして、印字され

ているページとペーパーレス会議システム

のページで相違が生じていますことから、

ペーパーレス会議システム上のページで申

し上げます。 

６ページから足寄町の概況、７ページ下

段から、人口及び産業の推移と動向、８

ページ下段から行財政の状況、１０ページ

中段に、地域の持続的発展の基本方針を記

載しており、それぞれ直近の数値への置き

換え等をしております。 

１０ページ下段からは、地域の持続的発

展のための基本目標を記載しており、人口

に関する目標につきまして、令和６年度に

策定した第３期足寄町創生総合戦略と整合

を図っております。 

１１ページ中段では、計画期間を令和８

年４月１日から令和１３年３月３１日まで

の５か年と定めております。 

地域の持続的発展のために実施する施策

といたしましては、１１ページ下段から、

移住・定住・地域間交流の促進、人材育

成、１５ページから産業の振興、２３ペー

ジ中段から地域における情報化、２５ペー

ジから交通施設の整備、交通手段の確保、

２８ページ中段から生活環境の整備、３４

ページ上段から子育て環境の確保、高齢者

等の保健及び福祉の向上及び増進、４１

ページ下段から医療の確保、４３ページ中

段から教育の振興、５０ページ中段から集

落の整備、５２ページ上段から地域文化の

振興等。５３ページ下段から再生可能エネ

ルギーの利用の推進、５５ページ上段から

その他地域の持続的発展に関し必要な事項

について具体的な方策を記載するととも

に、第７次総合計画を基本に持続可能な地

域社会の形成等に向けた事業や、過疎対策

事業債の対象とする可能性がある事業を計

上させていただいているものでございま

す。 

また、システム上のページ５８ページか

らの過疎地域持続的発展特別事業の事業計

画は、過疎地域の持続的発展に特に必要な

ソフト事業について、特別に過疎対策事業

債を財源とすることが認められることか

ら、この特別分とする可能性がある事業を

抜き書きしております。 

なお、本計画につきましては、町民等の

意見を反映させるため、令和７年１２月２

３日から令和８年１月９日までの期間、本

町のホームページに掲載し、意見の公募、

いわゆるパブリックコメントを実施いたし

ましたが、意見等はございませんでした。 

その後、１月１５日付けで北海道へ正式

協議を行い、２月４日付けで同意を得てお

ります。 

以上、提案理由の説明とさせていただき

ますので、御審議のほどよろしくお願い申

し上げます。 
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○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで討論を終わります。 

これから、議案第５号足寄町過疎地域持

続的発展市町村計画（令和８年度～令和１

２年度）の策定についての件を採決しま

す。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第５号足寄町過疎地域

持続的発展市町村計画（令和８年度～令和

１２年度）の策定についての件は、原案の

とおり可決されました。 

 

◎ 議案第６号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第９ 議案第

６号足寄町公の施設に係る指定管理者の指

定について（足寄町地域支え合いセンター

外２件）の件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。高齢者支援課長 林 俊英君。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） 議案書

の７ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第６号

足寄町公の施設に係る指定管理者の指定に

ついて、提案理由を御説明申し上げます。 

足寄町公の施設に係る指定管理者の指定

について。 

足寄町公の施設に係る指定管理者の指定

手続等に関する条例第７条第１項の規定に

基づき、次のとおり指定管理者を指定する

ため地方自治法第２４４条の２第６項の規

定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

１番、公の施設の名称でございますが、

（１）足寄町地域支え合いセンター、

（２）足寄町認知症対応型共同生活介護事

業所、（３）足寄町生活支援長屋でござい

ます。 

２番目の指定管理者となる団体の名称で

ございますが、足寄町南６条２丁目７番

地、社会福祉法人足寄町社会福祉協議会

で、代表者は会長の星崎隆雄様でございま

す。 

３番目の指定期間でございますが、令和

８年４月１日から令和１１年３月３１日ま

での３年間でございます。 

今回指定期間をこれまでの５年間から３

年間に短縮した理由といたしましては、地

域共生政策自治体連携機構に設置されまし

た、地域ケアサービス再生存続自治体協議

会に、小規模・地域共生ホーム型ＣＣＲＣ

も視野に、医療・介護・福祉サービスの再

構築について令和１１年第１四半期にサー

ビス提供開始として提案をしておりまし

て、そのスケジュールに合わせたものでご

ざいます。 

次に、指定管理者の選定経過について申

し上げます。 

指定管理者の候補者の選定方法について

でありますが、町が推進している「医療と

介護・保健・福祉の連携システム」を機能

させるための拠点として円滑な管理運営を

するには、町と緊密な連携が必要であり、

営利を目的としない組織であることが望ま

しく、施設開設当初から本施設の指定管理

を受託しており、管理運営実績、人材、ノ

ウハウを持っている団体が一括管理するこ

とで円滑な事業の実施が図られることな

ど、当該施設の性格及び機能が一般公募に
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適さないと判断されることから、足寄町公

の施設に係る指定管理者の指定手続等に関

する条例第５条の規定により、公募によら

ず指定管理者候補を選定することとし、指

定管理者の候補者として社会福祉法人足寄

町社会福祉協議会と協議を行うことといた

しました。 

同法人は、昭和５２年に法人認可を受

け、介護保険事業や地域福祉に関する事業

等を行っており、町の福祉施策においても

重要な役割を果たしていただいておりま

す。 

また、同法人とは、現在受託している施

設の運営をどのように充実させるかを重点

として事務レベルの協議を重ね、協定の内

容、リスク負担等について基本合意が得ら

れたものでございます。 

管理経費につきましては、３年間で合計

２億６，６８４万８，０００円を予定して

おります。 

なお、令和７年度までは介護保険事業の

施設となります小規模多機能型居宅介護事

業所、認知症対応型共同生活介護事業所に

ついては、独立採算制としてきましたが、

今回からはこれらの介護保険事業の施設も

含めての管理経費となっております。 

次に、指定管理者の募集等についてであ

りますが、令和８年１月１９日に社会福祉

法人足寄町社会福祉協議会から指定管理者

の申請書の提出があり、受理したところで

あります。 

選定委員会は令和８年２月９日、副町長

を委員長に６名の選定委員の出席をもって

開催され、選定基準に照らし総合的に審査

した結果、社会福祉法人足寄町社会福祉協

議会が指定管理者の候補者として選定され

たところでございます。 

指定管理者の選定理由でありますが、１

点目としまして、社会福祉法人足寄町社会

福祉協議会は、社会福祉事業を行うことを

目的として設立された公益法人で、町内の

地域福祉を推進する中核的組織であり、利

用者の平等利用の確保や町と緊密に連携し

て事業を実施できる。 

２点目として、町内の福祉サービス事業

に精通しており、デイサービス事業や訪問

介護事業等を実施しているノウハウを活用

し、当該施設の効用を最大限に発揮でき、

運営及びサービスの向上について町と協力

して積極的に取り組む姿勢を持っている。 

３点目として、当該施設の管理運営を適

切に行ってきた実績からも、管理を安定し

て行う物的能力、人的能力を十分に有して

いると判断できる。 

４点目として、当該施設の管理運営実績

から見て、経営状況、財務状況ともに問題

ない。このような理由から選定されたとこ

ろでございます。 

選定委員会の選定結果を踏まえ、本町の

重点施策である医療と介護・保健・福祉の

連携システムを機能させるための拠点とな

る、当該施設の指定管理者候補者として社

会福祉法人足寄町社会福祉協議会が最適で

あるものと判断し、本議会に提案させてい

ただいているところでございます。 

次に、資料といたしまして添付しており

ます足寄町認知症高齢者グループホーム及

び足寄町生活支援長屋指定管理者基本協定

書（案）の概要について、御説明申し上げ

ます。 

まず８ページ、第１章の総則であります

が、本協定の目的、指定管理者の指定の意

義等について規定しております。 

９ページからの第２章では、本業務の範

囲と実施条件について、足寄町地域支え合

いセンター設置及び管理に関する条例、足

寄町認知症対応型共同生活介護事業所設置

及び管理に関する条例、及び足寄町生活支

援長屋及び管理に関する条例に基づき実施

する業務の範囲等、業務実施条件を規定し

ております。 

第３章では、本業務の実施について、本

業務を実施する上で関係法令等の遵守、管

理施設の修繕等、緊急時の対応、情報管理
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等を規定しております。 

１０ページ、第４章では、備品等の扱い

について、町の備品、及び指定管理者が調

達する備品等を規定しております。 

第５章の業務実施に係る甲の確認事項に

ついては、町が指定管理者に事業計画書及

び事業報告書等の提出を求め、事業実施状

況の確認を行い、その結果条件を満たして

いないときに、改善勧告をする規定として

おります。 

第６章の指定管理料及び利用料等につい

ては、指定管理料の支払いや変更、利用料

等を指定管理者の収入とすること、利用料

金の決定について規定しております。 

第７章の損害賠償及び不可抗力ですが、

事故等の発生に伴う損害賠償が生じた場合

や、大雨洪水、地震発生の場合など、不可

抗力による被害等が発生した場合のリスク

負担等について規定しております。 

１２ページ、第８章では、指定期間の満

了について、業務の引継ぎ、原状回復の義

務、備品等の扱いについて規定しておりま

す。 

第９章では、指定期間満了以前の指定の

取消しについて、町及び当指定管理者それ

ぞれが規定を取り消す場合について、規定

しております。 

１４ページからは用語の定義、管理物

件、リスク分担表、個人情報取扱特記事項

について規定し、最後に仕様書を添付させ

ていただいております。 

なお、事業実施に当たって、本協定書に

基づき本議会に指定管理料の債務負担行為

補正予算を計上しております。 

以上のとおり提案させていただきますの

で、御審議のほどよろしくお願いいたしま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

１０番進藤晴子君。 

○１０番（進藤晴子君） すみません、総

務なのでお話を聞いてなかったので、

ちょっと理解ができなかったので、もう一

度説明願いたいのですが、要は、むすび

れっじの中に入っていたものが、私は、お

金のことも社協がやっていると勘違いして

いたのですけれども、そうではなくて、独

立採算制でそれぞれやっていたものを、今

回一緒に社協がするということですか。も

う１回説明していただいてよろしいでしょ

うか。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） 早口で

申し訳ありませんでした。 

むすびれっじの施設の管理ですけれど

も、こちらについては、施設が開所した当

初から足寄町社会福祉協議会に指定管理を

お願いしているところではございますが、

今回、令和８年度からの指定管理者の指定

に当たって、今までは足寄町の地域交流施

設と生活支援長屋の２施設の部分について

は指定管理料が発生していたんですけれど

も、今回令和８年度からについては、その

ほかに足寄町の小規模多機能型事業所と、

グループホーム、介護保険施設もむすび

れっじの中にはございまして、そちらの管

理経費も指定管理料の中に含めて、指定管

理者として、社会福祉協議会にお願いした

いという趣旨で、お話をさせていただいた

ところでございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

〇１０番（進藤晴子君）  すみません、

ちょっと飲み込みが悪くて。 

要は、その二つの部門を、今までは、私

が思っていたのは社協がやっていると思っ

ていたのですけれども、お金のことは独自

でやっていたということですか。それとも

町がやっていたということですか。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 
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○高齢者支援課長（林 俊英君） 今、進

藤議員がおっしゃられたとおり、介護保険

施設の部分につきましては、今までは指定

管理料の料金は発生せずに、それぞれ介護

報酬の中で、やりくりをしていたというこ

とでございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 何となく分かり

ました。 

それで、今回一緒にまとめて、社協で指

定管理の中に納めるということの一番のメ

リットというのは何でしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） 今の社

会福祉協議会も含めて、介護保険事業所

も、運営が物価高騰や人件費の上昇という

ことで大変厳しい状況にございまして、令

和７年度でいきますと、小規模を含めた介

護保険事業の方々に補助金という形で、９

月の補正予算で議決を頂いたところでござ

いますが、今後そういった部分が、この指

定管理料という形で、３年間というふうに

今回提案させていただいていますが、見る

ということであれば、安定して、社会福祉

協議会さんが指定管理者に議決されれば、

運営が行われるというメリットがあるかと

いうふうに考えております。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） お金のことは、

介護のほうは分かりました。大変苦しい中

で、こうすれば指定管理料をもらって運営

していけるということですね。 

そのほかに、何かメリットがあります

か。お金のこと以外で。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） 経営的

な部分のメリットが大半になると思います

が、安定して運営することによって、当然

利用者の方々も、３年間事業が経営的に、

金銭的に担保されるということで、利用が

確保されるということの安心感もございま

すし、働いている職員にとっても、経営が

しばらくこの指定管理料の中で見るという

ことであれば、事業者としてのメリットも

大きいのかなと。離職防止とか、あるいは

経営の安定性ということでいうと、非常に

大きい部分かなというふうに思っていると

ころでございます。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 分かりました。

医療と介護の連携プレーというのですか、

足寄はやっているわけですけれども、そこ

が何か、いろいろな意味で揺らいでいる、

お金の問題もあります。そうすると、人の

流れもうまくいかなくなってくるという、

そういういろいろな問題が今少しずつ出始

めているというか、顕在化してきているよ

うな状況だと思うのですが、そこを利用さ

れる方であるとか、そういう人たちのメ

リットっていうのは、今回のことをするこ

とによって、変わりはしないですか。そこ

は経営の問題だけということですね、改善

されるのは。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） 今、進

藤議員がおっしゃられたとおりだというふ

うに考えております。 

○議長（髙橋秀樹君）  １０番進藤晴子

君。 

○１０番（進藤晴子君） 再確認です。経

営ということですね。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） そのと

おりでございます。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

６番髙橋健一君。 
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○６番（髙橋健一君） 特に、今までは独

立採算であったと。例えばむすびれっじの

小規模多機能は、過去は黒字でやっていま

したよね。急に赤字になってしまった。い

ろいろな人件費の高騰とか、いろいろなも

のがあって高騰してしまったと。それで、

その分を町が補填するために、いわゆる指

定管理料を上げたのですか。指定管理料は

あまり上がっていないような気がしたので

すけど、どうでしたか。前回の指定管理料

から。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○議長（髙橋秀樹君） 指定管理料につき

ましては、令和８年度で言いますと、８，

０４３万１，０００円ということで、これ

から当初予算の計上を予定しております

が、こちらにつきましては例えば令和７年

度の指定管理料が４，４３４万８，０００

円ですので、それに比べると、２倍近くに

なっているということでいうと、変わって

いないというよりも上がっているかなとい

うふうに考えております。 

○議長（髙橋秀樹君） ６番髙橋健一君。 

○６番（髙橋健一君） 分かりました。そ

れでもそのぐらいの増加で、経営が安定し

ていくのかどうか、非常に私は不安なので

すけれども、その辺の見通しを担保できる

のかどうか、お願いします。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） 今回、

１月１９日に社会福祉協議会から出されま

した、指定管理の申請書の金額と、町のほ

うの試算した部分の比較でも、こちらの金

額、今回提案する額が社会福祉協議会が出

された申請書の金額に基づいて算出してお

りますので、こちらについてはこの金額で

運営できるというふうに考えているところ

でございます。 

以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） ６番髙橋健一君。 

○６番（髙橋健一君） もしも指定管理料

で賄い切れないということになれば、やは

り再度補助金を出さなきゃいけないという

ような、そういう状況に追い込まれる可能

性はどうですかね。 

○議長（髙橋秀樹君） 高齢者支援課長、

答弁。 

○高齢者支援課長（林 俊英君） もちろ

ん今後の人件費や物価の高騰、あるいは介

護報酬が令和８年度も臨時改定されます

が、令和９年度が本格的な３年ごとの改定

ということもございますので、その改定状

況によってはこの指定管理料で経営が賄え

るかどうかというのは、もちろんはっきり

はしない部分もございますので、もしもそ

ういうような事態が発生しましたら、社会

福祉協議会がもしも指定管理者として今回

議決されれば、選ばれた指定管理者の方々

と協議してどうするか考えていきたいと

思っております。 

○議長（髙橋秀樹君） ６番髙橋健一君。 

○６番（髙橋健一君） 不安な気持ちが残

りますけれども、頑張っていただきたいと

思います。以上です。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第６号足寄町公の施設に

係る指定管理者の指定について（足寄町地

域支え合いセンター外２件）の件を採決し

ます。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛
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成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第６号足寄町公の施設

に係る指定管理者の指定について（足寄町

地域支え合いセンター外２件）の件は、原

案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第７号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１０ 議案

第７号足寄町公の施設に係る指定管理者の

指定について（足寄町営温泉浴場）の件を

議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

住民・出納課長 金澤眞澄君。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） 議案書

２１ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第７号

足寄町公の施設に係る指定管理者の指定に

ついて、提案理由の御説明を申し上げま

す。 

足寄町公の施設に係る指定管理者の指定

に関する条例第７条第１項の規定に基づ

き、次のとおり指定管理者を指定するた

め、地方自治法第２４４条の２第６項の規

定により、議会の議決を求めるものでござ

います。 

１、公の施設の名称は、足寄町営温泉浴

場でございます。 

２、指定管理者となる団体は、住所、河

東郡音更町木野西通８丁目３番地９。団体

名、株式会社オカモト。代表取締役、岡本

謙一氏でございます。 

３、指定期間は令和８年４月１日から令

和１３年３月３１日までの５年間でござい

ます。 

次に、指定管理者の指定経過等につい

て、御説明申し上げます。民間事業者の持

つノウハウを活用し、多様化するニーズへ

の対応、住民サービスへの向上及び管理コ

ストの軽減と、施設の効率的な運営を目的

とし、足寄町公の施設に係る指定管理者の

指定手続に関する条例第２条に基づき、公

募を行うこととしました。 

なお、公募に当たりまして管理経費を指

定期間５年間の上限として１億３，９８３

万円以内としています。 

また、足寄町営温泉浴場は開設当初より

営業時間を午後１時から午後８時までとし

ていましたが、令和５年度、令和６年度の

利用状況から、営業時間の延長を検討した

結果、日照時間が長く観光客の需要が見込

まれる、５月から１０月までの間の営業時

間について１時間延長し、午後９時までと

しております。 

令和７年１１月１４日から１２月１２日

までの期間で募集をした結果、１法人から

の申請がございました。 

令和７年１２月１９日、足寄町公の施設

に係る指定管理者の指定管理者選定委員会

が、足寄町副町長を委員長に６名の選定委

員の出席をもって開催され、審査基準に照

らし総合的に審査した結果、株式会社オカ

モトが指定管理者の候補者として選定され

たところでございます。 

指定管理者の選定理由でありますが、１

点目として、株式会社オカモトはこれまで

も利用者の平等な利用の確保を実施してお

り、ホームページによる施設の情報や混雑

情報の発信など、利用者の利便性の向上に

努めていることから、今後もサービス向

上、施設の利用促進を期待できる団体であ

る。 

２点目として、これまでに他の温泉浴場

を初めとする公共施設の管理運営をしてき

たノウハウを活用し、当該施設の運営及び

サービスの向上について、積極的に取り組

む姿勢がある。また、管理経費において

も、町が積算した金額以内に抑えられてい

る。 

３点目として、令和５年度から足寄町温

泉管理運営を適切に行ってきた実績がある

ことから、当該施設の管理を安定して行う



 ― 24 ― 

物的能力、人的能力を十分に有していると

判断できる。 

４点目として、他業種経営を行い、不況

時にも強い経営体質が培われており、これ

までの当該施設の管理運営実績から見て、

足寄町営温泉浴場を運営する能力があると

判断できる。このような理由から、選定さ

れたところでございます。 

選定委員会の結果を踏まえ、足寄町営温

泉の指定管理者候補者として、株式会社オ

カモトが最適であると判断し、本議会に提

案させていただいたところでございます。 

次に、資料として添付しております基本

協定書（案）の概要について、御説明申し

上げます。 

２２ページを御覧ください。第１章の総

則では、本協定の目的、２３ページにて指

定管理者の指定管理期間などを規定してお

ります。 

第２章では、業務の範囲と実施条件を、

第３章では業務の実施等について、２４

ページ、第４章では備品の取扱いを、第５

章では事業計画について、２５ページ、第

６章では、指定管理料及び入浴料等を規定

し、第７章以降においては、その他協定に

必要な項目について規定しております。 

２８ページからは管理物件、リスク分担

表、個人情報取扱い、特記事項を規定し、

最後に仕様書を添付させて頂いておりま

す。 

なお、事業実施に当たって、指定管理料

の債務負担行為の補正予算を計上させてい

ただいております。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第７号足寄町公の施設に

係る指定管理者の指定について（足寄町営

温泉浴場）の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第７号足寄町公の施設

に係る指定管理者の指定について（足寄町

営温泉浴場）の件は、原案のとおり可決さ

れました。 

ここで、昼食のため午後１時まで休憩と

いたします。 

午後 ０時 ３分 休憩 

午後 １時００分 再開 

○議長（髙橋秀樹君） 休憩を閉じ、会議

を再開いたします。 

 

◎ 議案第８号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１１ 議案

第８号足寄町公の施設に係る指定管理者の

指定について（足寄町学習塾）の件を議題

とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

教育次長 丸山一人君。 

○教育次長（丸山一人君） ただいま議題

となりました、議案第８号足寄町公の施設

に係る指定管理者の指定について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

３３ページをお開きください。足寄町公

の施設に係る指定管理者の指定手続に関す

る条例第７条第１項の規定に基づき、次の
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とおり指定管理者を指定するため、地方自

治法第２４４条の２第６項の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。 

一つ目として、公の施設の名称は、足寄

町学習塾でございます。 

２、指定管理者となる団体の名称は、東

京都港区六本木６丁目１０番１号、六本木

ヒルズ森タワー３７階。団体名、株式会社

バース４７。代表者、代表取締役高橋宏幸

氏でございます。 

３、指定期間は令和８年４月１日から令

和１３年３月３１日まででございます。 

指定管理者の選定理由につきまして、応

募のありましたバース４７は、１点目とし

て平成２７年１０月から現在まで、指定管

理者として足寄町学習塾の管理運営に当た

り、公設民営による高校生の学力向上を目

的として、利用者の平等利用が確保され、

学力の向上が十分に図られている。 

２点目として、独自にＰＲ用のポスター

やパンフレットを作成し、足寄高校をはじ

め各種施設に掲示するなど、利用者数増に

向けた取組を継続して行うことで、足寄高

校生の約７割が通うなど、高い利用率を維

持し、足寄町の風土や足寄高校生の気質、

生徒間の大きな学力差を理解しており、将

来の地域を担う人材育成といった観点を踏

まえ、効率的、かつ効果的に施設を活用で

きる。 

３点目として、個別指導方式の学習塾を

１３か所、公設民営塾を１４か所運営する

など、経験豊富なスタッフと多くのノウハ

ウを持ち、学習塾のほかにも、幼稚園、ス

ポーツスクール、住宅エクステリア製品の

販売・施工などの事業も行うなど、経営が

安定している。 

４点目として、高校及び、町が開催する

実務者会議をはじめ、連携体制の構築に積

極的に参画し、生徒の多様な進路希望にこ

たえられる現在の体制に至っている。 

以上のことから、これからも同様の施設

運営が期待できるところでございます。 

管理を行わせる期間は、平成２７年度か

ら当該施設の指定管理を受託している実績

から、令和８年度から令和１２年度までの

５年間が適当と判断しております。 

なお、指定管理者選定委員会は令和８年

２月９日、足寄町副町長を委員長に６名の

選定委員の出席をもって開催され、選定基

準に照らし、総合的に審査した結果、株式

会社バース４７が指定管理者の候補として

選定されたところでございます。 

次に、資料として添付しております基本

協定書（案）について御説明を申し上げま

す。 

内容は、前回の協定書とおおむね同一の

内容となっております。 

３４ページを御覧ください。第１章の総

則では、本協定の目的、指定管理者の指定

の意義、指定期間などを規定しておりま

す。 

３５ページになります。第２章では、業

務の範囲と実施条件を、第３章では、業務

の実施等について、３６ページ、第４章で

は、備品等の取扱い、第５章では事業計画

について、３７ページ、第６章では、指定

管理料及び利用料等を規定し、第７章以降

においては、その他協定に必要な項目につ

いて規定しております。 

４１ページからは管理物件、リスク分担

表、仕様書、最後の４４ページは、個人情

報取扱特記事項について規定しておりま

す。 

なお、事業の実施に当たって、本協定書

に基づき本会議に指定管理料の債務負担行

為の補正予算を計上しております。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

４番矢野利惠子君。 

○４番（矢野利惠子君） 仕方なく賛成す

る、賛成討論です。 

これから５年間またやるということで、

今年の予算も１年間３，６６３万円もかけ

ている。これは、費用対効果としてどうな

のかと。 

北大へまだ１人も入ってない。私が高校

生のときは、毎年各学年１人ぐらいは、北

大に入って、東京大学に行った人たちも開

闢以来２人いる。それなのに、こんな大き

な金額をかけて、１人もそういうところに

行ってない。これ、ちょっとまずいのでは

ないかと。 

私はやはりちゃんと教員免許を持った人

が定年退職してから、そういう人たちを雇

用させていただいて、生徒たちの勉強の面

倒を見てもらうという、そういう形でもっ

と安く効率的にやっていったらいいのでは

ないかと。 

これから５年間、また契約するというこ

とで、この５年の間にもっと、効率のいい

ことを考えていってほしい、という願いを

込めて賛成します。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に、討論はござ

いませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第８号足寄町公の施設に

係る指定管理者の指定について（足寄町学

習塾）の件を採決します。この採決は、起

立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第８号足寄町公の施設

に係る指定管理者の指定について（足寄町

学習塾）の件は、原案のとおり可決されま

した。 

 

◎ 議案第９号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１２ 議案

第９号足寄町印鑑登録及び証明に関する条

例の一部を改正する条例の件を議題としま

す。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

住民・出納課長 金澤眞澄君。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） 議案書

４６ページを御覧ください。 

ただいま議題となりました、議案第９号

足寄町印鑑登録及び証明に関する条例の一

部を改正する条例につきまして、提案理由

の御説明を申し上げます。 

このたびの改正は、マイナンバーカード

を使用しコンビニエンスストア等に設置さ

れている多機能端末から印鑑登録証明書の

交付を受けることができるサービスを開始

することに伴い、この条例の一部を改正す

るものです。 

改め文の朗読は省略させていただき、改

正内容について御説明させていただきま

す。 

現行の条例では、印鑑登録の証明を受け

ようとするときは必ず印鑑登録証の提示を

必要としていますが、コンビニエンススト

ア等での交付では、マイナンバーカードを

登録者認識カードとして利用するため、印

鑑登録証の提示が不要となります。 

役場窓口で印鑑登録の証明を受ける方の

利便性向上のため、印鑑登録者が自ら申請

する場合で、確実に本人の意思に基づくも

のであることを確認したときには、マイナ

ンバーカードを提示することにより、印鑑

登録証の提示を省略できるよう、改正する

ものでございます。あわせて、文言の修正
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など所要の改正を行うものでございます。 

附則として、この条例は公布の日から施

行されるものでございます。 

４７ページに新旧対照表を添付しており

ますので、御参照願います。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどお願いいたしま

す。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

１０番進藤晴子君。 

○１０番（進藤晴子君） 大変便利になる

と思うのですが、本人がもしコンビニ等に

行けなくて代理人が行く場合、そのとき

は、委任状か何かが必要になるのでしょう

か。本人の意思に基づくものであることと

書いてあるのですけど、その辺はどうなの

でしょうか。 

○議長（髙橋秀樹君） 住民・出納課長、

答弁。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） 本人以

外の代理人が印鑑証明書を希望する場合

は、従来どおり印鑑証明書の手帳を出して

いただいて委任状を必要とするものです。

マイナンバーカードの場合は、あくまでも

本人が来た場合ということです。 

○議長（髙橋秀樹君） １０番。 

○１０番（進藤晴子君） 今までは役場で

よく御夫婦で、私も主人のをよく取りに

行ったりするのですけれども、委任状は必

要なく、印鑑登録証だけだったような気が

しますが、違いますか。委任状も必要とい

うことなのですね。 

○議長（髙橋秀樹君） 住民・出納課長、

答弁。 

○住民・出納課長（金澤眞澄君） 申し訳

ありません。印鑑証明書の登録証の場合は

委任状をなくても交付できます。 

○議長（髙橋秀樹君） 他に、質疑はござ

いませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで、質疑を終

わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第９号足寄町印鑑登録及

び証明に関する条例の一部を改正する条例

の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は、起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第９号足寄町印鑑登録

及び証明に関する条例の一部を改正する条

例の件は、原案のとおり可決されました。 

 

◎ 議案第１０号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１３ 議案

第１０号足寄町行政手続における特定の個

人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用及び特定個人

情報の提供に関する条例の一部を改正する

条例の件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

総務課長 佐々木康仁君。 

○総務課長（佐々木康仁君） ４８ページ

をお願いいたします。 

ただいま議題となりました、議案第１０

号足寄町行政手続における特定の個人を識

別するための番号の利用等に関する法律に

基づく個人番号の利用及び特定個人情報の

提供に関する条例の一部を改正する条例に

ついて、提案理由の御説明を申し上げま

す。 

本案は、国が進める地方公共団体情報シ

ステムの標準化に伴いまして、町の住民基
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本台帳に記載されていない方、住登外者の

情報を庁内の情報システムにおいて適正に

管理し、マイナンバーを利用した特定個人

情報の連携を図ることについて必要な規定

を整備するため現行条例の一部を改正する

ものでございます。 

４８ページの改め文の朗読は省略させて

いただきまして、新旧対照表で御説明をさ

せていただきますので、４９ページをお願

いいたします。 

まず、主な改正内容について申し上げま

す。 

まず、第２条による改正につきまして

は、用語の定義を追加するものでございま

す。 

（７）として、町の住民基本台帳に記載

されていない方に対して、固有の番号を付

番し管理する住登外者宛名番号管理機能

と、（８）として、それによって管理され

る住登外者宛名情報の定義を追加しており

ます。 

第４条による改正につきましては、町長

または教育委員会が法律で定められた事務

やそれに準ずる事務を処理するために必要

な限度において、自らが保有する住登外者

宛名情報を利用することができると規定し

ております。 

別表第１から第３関係では、第４条の規

定に関連し、住登外者宛名情報を利用提供

等ができる具体的な事務等につきまして、

４９ページから５１ページの別表に追加し

てございます。 

４８ページにお戻りください。附則にお

きまして、この条例の施行日を令和８年４

月１日からと規定しております。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議賜りますよう、よろし

くお願いを申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。これから、質

疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第１０号足寄町行政手続

における特定の個人を識別するための番号

の利用等に関する法律に基づく個人番号の

利用及び特定個人情報の提供に関する条例

の一部を改正する条例の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第１０号足寄町行政手

続における特定の個人を識別するための番

号の利用等に関する法律に基づく個人番号

の利用及び特定個人情報の提供に関する条

例の一部を改正する条例の件は、原案のと

おり可決されました。 

 

◎ 議案第１１号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１４ 議案

第１１号足寄町認定こども園の設置及び管

理に関する条例の一部を改正する条例の件

を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

こども・健康課長 石川建祐君。 

○こども・健康課長（石川建祐君） 議案

書５２ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議題第１１

号足寄町認定こども園の設置及び管理に関

する条例の一部を改正する条例について、

提案理由の御説明を申し上げます。 

子ども・子育て支援法の改正に伴い創設
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された、乳児等通園支援事業、通称こども

誰でも通園制度は、全ての子供の育ちを応

援し、全ての子育て世代に対し家庭の働き

方にかかわらず柔軟に利用できる通園機会

を提供することを目的とした制度です。 

具体的には、就労要件を問わず０歳６か

月から３歳未満で認定こども園等に通って

いない子供を対象に月１０時間まで通園利

用が可能となるものであり、令和８年度か

ら全国の自治体にて本格実施されるもので

あります。 

本条例の改正につきましては、この乳児

等通園支援事業を認定こども園で実施する

ため、事業内容に同事業を追加し、あわせ

て保育料について特定保育事業、一時保育

事業と、乳児等通園支援事業（こども誰で

も通園制度）の保育料を統一するため、所

要の改正を行うものであります。 

改正内容について、申し上げます。改め

文の朗読を省略させていただき、新旧対照

表により御説明いたします。 

５３ページをお開きください。改正後に

ついて、第５条の第２号に乳児等通園支援

事業（こども誰でも通園制度）に関するこ

とを追加し、また、第７条第２項の文中

に、乳児等通園支援事業（こども誰でも通

園制度）を追加し、あわせて、第７条保育

料関係の別表について、利用料と給食費を

改めています。 

５２ページにお戻りください。附則にお

きまして、この条例は令和８年４月１日か

ら施行することとしております。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております、議案第

１１号足寄町認定こども園の設置及び管理

に関する条例の一部を改正する条例の件

は、文教厚生常任委員会に付託し会期中の

審査とすることにしたいと思います。 

これに、御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、議案第１１号足寄町認定こ

ども園の設置及び管理に関する条例の一部

を改正する条例の件は、文教厚生常任委員

会に付託し、会期中の審査とすることに決

定いたしました。 

なお本件は、会期中の休会中に審査の

上、報告を願います。 

 

◎ 議案第１２号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１５ 議案

第１２号足寄町乳児等通園支援事業の設備

及び運営に関する基準を定める条例の制定

についての件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

こども・健康課長 石川建祐君。 

○こども・健康課長（石川建祐君） 議案

書５４ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第１２

号足寄町乳児等通園支援事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例について、提

案理由の御説明を申し上げます。 

本条例の制定につきましては、民間施設

等が本事業を実施するに当たり、人員配置

や面積など施設・事業に必要な基準を定

め、それに基づき、市町村が認可をするこ

ととなっていることから、条例を制定する

ものでございます。 

なお、市町村が条例で定めるべき基準

は、内閣府令「乳児等通園支援事業の設備

及び運営に関する基準」により示されてお

り、本町の地域事情に合わせて検討した結
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果、全て国が示す府令と同等の基準として

おります。 

次に、条例の内容について申し上げま

す。足寄町乳児等通園支援事業の設備及び

運営に関する基準を定める条例。 

第１条の趣旨でございますが、この条例

は、児童福祉法第３４条の１６第１項の規

定に基づき、乳児等通園支援事業の設備及

び運営に関する基準を定めるものとしてお

ります。 

第２条から第４条は最低基準の目的、最

低基準の向上等についての規定となってお

ります。 

第５条から５５ページに移動しまして、

第１９条は、安全計画や職員の要件など運

営に関すること、及び衛生管理や調理など

設備に関することなど、事業の適切な運営

管理体制について規定しております。 

第２０条は、乳児等通園支援事業の区分

について定めています。 

５６ページから５７ページにかけて、第

２１条から第２４条は一般型乳児等通園支

援事業の設備・職員の基準、通園支援の内

容等について定めています。 

５７ページ右側の第２５条、第２６条

は、余裕活用型乳児等通園支援事業の設

備・職員の基準について定めています。 

第２７条は、電磁的記録について定めて

います。 

第２８条は委任規定でございます。 

附則において、この条例は令和８年４月

１日から施行することとしております。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

いたします。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております、議案第

１２号足寄町乳児等通園支援事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の制定に

ついての件は、文教厚生常任委員会に付託

し会期中の審査とすることにしたいと思い

ます。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、議案第１２号足寄町乳児等

通園支援事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定についての件は、文教

厚生常任委員会に付託し会期中の審査とす

ることに決定いたしました。 

なお、本件は会期中の休会中に審査の

上、報告を願います。 

 

◎ 議案第１３号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１６ 議案

第１３号足寄町特定乳児等通園支援事業の

運営に関する基準を定める条例の制定につ

いての件を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

こども・健康課長 石川建祐君。 

○こども・健康課長（石川建祐君） 議案

書５８ページをお開き願います。 

ただいま議題となりました、議案第１３

号足寄町特定乳児等通園支援事業の運営に

関する基準を定める条例について、提案理

由の御説明を申し上げます。 

本条例の制定につきましては、民間施設

等が本事業を実施するにあたり、認可を受

けた施設が給付の対象となるため、利用定

員などの運営基準を定め、それに基づき市

町村が確認をすることとなっていることか

ら、条例を制定するものでございます。な

お、市町村が条例で定めるべき基準等は、

内閣府令「特定乳児等通園支援事業の運営

に関する基準」により示されており、本町



 ― 31 ― 

の地域事情に照らし合わせた結果、全て国

が示す府令と同等の基準としております。 

次に、条例の内容について申し上げま

す。足寄町特定乳児等通園支援事業の運営

に関する基準を定める条例、第１条の趣旨

でございますが、この条例は、子ども・子

育て支援法第５４条の３において準用す

る、同法第４６条第２項の規定に基づき、

特定乳児等通園支援事業の運営に関する基

準を定めるものとしております。 

第２条は、特定乳児等通園支援事業者の

一般原則について規定しております。 

第３条は、利用定員に関する基準、第４

条から、６１ページになります第３２条ま

では、運営に関する基準等について規定し

ております。 

第３３条は、電磁的記録について定めて

います。 

６２ページになります。第３４条は委任

規定となります。 

附則におきまして、この条例は令和８年

４月１日から施行することとしておりま

す。 

以上で、提案理由の説明とさせていただ

きますので、御審議のほどよろしくお願い

申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 質疑なしと認めま

す。 

これで、質疑を終わります。 

ただいま議題となっております、議案第

１３号足寄町特定乳児等通園支援事業の運

営に関する基準を定める条例の制定につい

ての件は、文教厚生常任委員会に付託し会

期中の審査とすることにしたいと思いま

す。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、議案第１３号足寄町特定乳

児等通園支援事業の運営に関する基準を定

める条例の制定についての件は、文教厚生

常任委員会に付託し会期中の審査とするこ

とに決定しました。 

なお、本件は会期中の休会中に審査の

上、報告を願います。 

 

◎ 議案第１４号から議案第１８号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第１７ 議案

第１４号令和７年度足寄町一般会計補正予

算（第１２号）の件から、日程第２１ 議

案第１８号令和７年度足寄町国民健康保険

病院事業会計補正予算（第７号）までの５

件を一括議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めま

す。 

町長 渡辺俊一君。 

○町長（渡辺俊一君） ただいま議題とな

りました、議案第１４号令和７年度足寄町

一般会計補正予算（第１２号）から議案第

１８号足寄町国民健康保険病院事業会計補

正予算（第７号）まで、一括で提案理由を

御説明申し上げます。 

補正予算書１ページをお願いいたしま

す。 

議案第１４号令和７年度足寄町一般会計

補正予算（第１２号）について、御説明申

し上げます。 

第１表債務負担行為補正といたしまし

て、来年度以降における事業の円滑な執行

のため、２ページまでになりますが、ソフ

トウェア使用料など３１件の追加をお願い

しております。追加する事項、期間、限度

額は表のとおりでございます。 

補正予算書３ページをお願いいたしま

す。 

議案第１５号令和７年度足寄町介護保険

特別会計補正予算（第４号）について、御

説明申し上げます。 
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第１表債務負担行為といたしまして、複

写機使用料など２件をお願いしておりま

す。事項、期間、限度額は表のとおりでご

ざいます。 

補正予算書４ページをお願いいたしま

す。 

議案第１６号令和７年度足寄町介護サー

ビス事業特別会計補正予算（第６号）につ

いて、御説明申し上げます。 

第１表債務負担行為といたしまして、特

別養護老人ホームの清掃業務委託など２件

をお願いしております。事項、期間、限度

額は表のとおりでございます。 

補正予算書５ページをお願いいたしま

す。 

議案第１７号令和７年度足寄町資源ごみ

処理等事業特別会計補正予算（第５号）に

ついて、御説明申し上げます。 

第１表債務負担行為といたしまして、銀

河クリーンセンター廃棄物運搬車リース料

１件をお願いしております。事項、期間、

限度額は表のとおりでございます。 

補正予算書６ページをお願いいたしま

す。 

議案第１８号令和７年度足寄町国民健康

保険病院事業会計補正予算（第７号）につ

いて、御説明申し上げます。 

第２条関係ですが、予算第１１条の次に

第１２条として債務負担行為を加え、夜間

警備等業務委託など３件をお願いしており

ます。事項、期間、限度額は表のとおりで

ございます。 

以上、議案第１４号令和７年度足寄町一

般会計補正予算（第１２号）から議案第１

８号足寄町国民健康保険病院事業会計補正

予算（第７号）までの提案理由の説明とさ

せていただきますので、御審議のほどよろ

しくお願い申し上げます。 

○議長（髙橋秀樹君） これをもって、提

案理由の説明を終わります。 

これから、議案第１４号令和７年度足寄

町一般会計補正予算（第１２号）の件の質

疑を行います。第１表債務負担行為補正追

加３１件、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君）  総括ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで、質疑を終

わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第１４号令和７年度足寄

町一般会計補正予算（第１２号）の件を採

決します。 

この採決は、起立によって行います。本

件は、原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第１４号令和７年度足

寄町一般会計補正予算（第１２号）の件

は、原案のとおり可決されました。 

３ページをお開きください。 

これから、議案第１５号令和７年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第４号）の

件の質疑を行います。 

第１表債務負担行為２件、質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで、質疑を終

わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 



 ― 33 ― 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第１５号令和７年度足寄

町介護保険特別会計補正予算（第４号）の

件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第１５号令和７年度足

寄町介護保険特別会計補正予算（第４号）

の件は、原案のとおり可決されました。 

４ページをお開きください。 

これから、議案第１６号令和７年度足寄

町介護サービス事業特別会計補正予算（第

６号）の件の質疑を行います。 

第１表債務負担行為２件、質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 総括ございません

か。 

○議長（髙橋秀樹君） これで、質疑を終

わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

○議長（髙橋秀樹君） これから、議案第

１６号令和７年度足寄町介護サービス事業

特別会計補正予算（第６号）の件を採決し

ます。 

この採決は、起立によって行います。 

本件は、原案のとおり決定することに賛

成の方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第１６号令和７年度足

寄町介護サービス事業特別会計補正予算

（第６号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

５ページをお開きください。 

これから、議案第１７号令和７年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第５号）の件の質疑を行います。 

第１表債務負担行為１件、質疑はござい

ませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君）  総括ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで、質疑を終

わります。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第１７号令和７年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第５号）の件を採決します。この採決

は、起立によって行います。本件は、原案

のとおり決定することに賛成の方は起立願

います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第１７号令和７年度足

寄町資源ごみ処理等事業特別会計補正予算

（第５号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

６ページをお開きください。 

これから、議案第１８号令和７年度足寄

町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

７号）の件の質疑を行います。 

第２条債務負担行為、第１２条の追加３

件、質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君）  総括ありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） これで、質疑を終

わります。 
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これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 討論なしと認めま

す。 

これで、討論を終わります。 

これから、議案第１８号令和７年度足寄

町国民健康保険病院事業会計補正予算（第

７号）の件を採決します。 

この採決は、起立によって行います。本

件は、原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（髙橋秀樹君） 全員の起立です。 

したがって、議案第１８号令和７年度足

寄町国民健康保険病院事業会計補正予算

（第７号）の件は、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎ 請願第１号 

○議長（髙橋秀樹君） 日程第２２ 請願

第１号生産現場に寄り添った農業政策を求

める請願書の件を議題とします。 

ただいま議題となっております、請願第

１号生産現場に寄り添った農業政策を求め

る請願の件は、総務産業常任委員会に付託

し会期中の審査とすることにしたいと思い

ます。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（髙橋秀樹君） 異議なしと認めま

す。 

したがって、請願第１号生産現場に寄り

添った農業政策を求める請願書の件は、総

務産業常任委員会に付託し会期中の審査と

することに決定いたしました。 

なお、本件は会期中の休会中審査の上、

報告を願います。 

 

◎ 散会宣告 

○議長（髙橋秀樹君） 以上で、本日の日

程は全部終了いたしました。 

本日は、これで散会いたします。 

次回の会議は、３月１２日、午前１０時

より開会いたします。 

大変御苦労さまでございます。 

午後 １時４４分 散会 

 

 


